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イ
ラ
ス
ト
・
多
田
健
一
郎

イ
ラ
ス
ト
・
多
田
健
一
郎

富
沢
署
長
（
右
）
か
ら
賛
辞
を
受
け

取
る
浅
野
町
長
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死
亡
事
故
ゼ
ロ

大
和
町
が
１
年

県
警

賛
辞
贈
る

県
警
は
８
日
、
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
１
年
を
２
日
に
達
成
し

た
大
和
町
に
本
部
長
名
の
賛
辞

を
贈
り
、
功
績
を
た
た
え
た
。

町
役
場
で
伝
達
式
が
あ
り
、

大
和
署
の
富
沢
俊
幸
署
長
が
浅

野
元
・
町
長
に
賛
辞
を
手
渡
し

た
。
浅
野
町
長
は
「
関
係
団
体

や
住
民
に
感
謝
す
る
。
引
き
続

き
協
力
を
お
願
い
し
、
死
亡
事

故
ゼ
ロ
を
続
け
た
い
」
と
述
べ

た
。町

内
で
は
、
鶴
巣
大
平
地
区

の
県
道
で
昨
年

月
１
日
、
ワ

ン
ボ
ッ
ク
ス
車
と
乗
用
車
が
衝

突
し
、
乗
用
車
の
助
手
席
に
乗

っ
て
い
た

代
女
性
が
亡
く
な

っ
て
以
来
、
死
亡
事
故
は
起
き

て
い
な
い
。

カタクリ群生地に新たに
整備された木道

カ
タ
ク
リ
群
生
地

散
策
用
木
道
延
長

地
元
の
市
民
団
体

名
取
・
高
舘
山
に
整
備

名
取
市
那
智
が
丘
地
区
の
市

民
団
体
「
那
智
カ
タ
ク
リ
の
里

を
育
て
る
会
」
が
、
市
高
舘
吉

田
舘
山
の
カ
タ
ク
リ
群
生
地
で

散
策
用
の
木
道
を
延
長
し
た
。

２
０
１
８
年
に
設
け
た
木
道
を

延
ば
し
、周
回
コ
ー
ス
と
し
た
。

育
て
る
会
は
「
カ
タ
ク
リ
を
よ

り
観
察
し
や
す
く
な
っ
た
」
と

Ｐ
Ｒ
す
る
。

木
道
が
あ
る
の
は
、
高
舘
山

自
然
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

「
い
こ
い
の
広
場
」
に
隣
接
す

る
カ
タ
ク
リ
群
生
地
。
育
て
る

会
が
那
智
が
丘
公
民
館
を
起
点

に
整
備
し
た
散
策
路
６
５
４
㍍

の
終
点
に
当
た
る
。

育
て
る
会
の
会
員
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ら
約

人
が

月
下

旬
、
名
取
市
産
の
ス
ギ
角
材
約

本
な
ど
を
使
い
、
約

㍍
の

木
道
を
仕
上
げ
た
。

年

月

に
完
成
し
た
約

㍍
の
木
道
と

接
続
し
て
お
り
、
カ
タ
ク
リ
群

生
地
を
周
回
コ
ー
ス
で
楽
し
め

る
よ
う
に
し
た
。
市
産
材
の
購

入
に
は
市
か
ら

万
円
の
補
助

金
を
受
け
た
。

木
道
周
辺
の
カ
タ
ク
リ
は
例

年
３
月
下
旬
に
咲
き
始
め
、
４

月
上
旬
に
見
頃
を
迎
え
る
。
育

て
る
会
は
毎
年
４
月
に
「
カ
タ

ク
リ
ま
つ
り
」
を
開
き
、
地
域

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。

佐
藤
勝
彦
副
会
長
は
「
高
舘

山
周
辺
は
自
然
が
豊
か
。
ピ
ク

ニ
ッ
ク
感
覚
で
子
ど
も
か
ら
年

配
者
ま
で
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」

と
話
す
。
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富
谷
ユ
ネ
ス
コ
協
会
は
、
富
谷

市
東
部
の
西
成
田
地
区
に
点
在
す

る
古
代
・
中
世
の
遺
跡
を
巡
る
歴

史
探
訪
ツ
ア
ー
を
行
っ
た
。
市
民

約

人
が
参
加
し
先
人
の
営
み
に

思
い
を
は
せ
た
。

市
民
俗
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
清
水
勇

希
学
芸
員
の
案
内
で
、
西
成
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
（
旧
西

成
田
小
）
を
出
発
。
近
く
の
急
斜

面
を
登
り
、
熊
野
館
跡
を
見
学
し

た
。
市
内
に

あ
る
中
世
の
館
跡

の
一
つ
で
、
天
正
年
間
（
１
５
７

３
〜

年
）
に
城
主
成
田
源
兵
衛

が
居
城
し
た
と
さ
れ
る
。

清
水
さ
ん
は
、
熊
野
館
跡
が
、

戦
国
時
代
か
ら
あ
っ
た
と
い
う
道

（
現
県
道
仙
台
三
本
木
線
）
を
見

下
ろ
せ
る
位
置
に
あ
る
こ
と
に
触

れ
「
人
の
往
来
を
掌
握
で
き
る
場

所
だ
っ
た
」
と
解
説
し
た
。

こ
の
県
道
工
事
の
際
に
発
見
さ

れ
た
白
鳥
遺
跡
で
は
、
奈
良
時
代

後
期
の
掘
っ
立
て
柱
建
物
跡
や
柵

列
跡
に
加
え
、
墨
で
文
字
が
書
か

れ
た
土
器
、
す
ず
り
の
破
片
も
見

つ
か
っ
た
と
紹
介
。
「
役
所
関
連

施
設
の
可
能
性
が
あ
り
、
国
府
多

賀
城
と
の
関
連
も
推
測
で
き
る
」

と
説
明
し
た
。

枝
を
切
る
と
火
災
な
ど
の
罰
が

当
た
る
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
姥

う
ば

杉
す
ぎ

や
鳥

と

屋
や

又
ま
た

館
た
て

跡
な
ど
も
訪
問
。

参
加
者
は
熱
心
に
説
明
を
聴
き
、

見
聞
を
深
め
た
。

ツ
ア
ー
は
地
元
に
残
る
「
ふ
る

さ
と
遺
産
」
伝
承
活
動
の
一
環
。

９
月
の
宿
場
町
編
に
続
く
第
２

弾
と
し
て
、

月

日
に
行
わ
れ

た
。

熊野館の本丸があったと推定される熊野神社境内

市
民
20
人

熊
野
館
跡
や
姥
杉
見
学

ユネスコ協会がツアー
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私
立
高
対
策
①
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出題範囲よく確認を

私
立
高
入
試
は
Ａ
日
程
が
来

年
２
月
２
日
、
Ｂ
日
程
が
同
４

日
に
実
施
さ
れ
る
。
今
回
は
私

立
高
対
策
の
例
と
し
て
、
聖
ウ

ル
ス
ラ
英
智
の
数
学
に
つ
い
て

分
析
し
た
い
。

来
年
の
入
試
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
る
臨
時
休
校
の
長
期
化
を
理

由
に
「
標
本
調
査
」
と
「
三
平

方
の
定
理
」
が
出
題
範
囲
か
ら

除
外
さ
れ
る
。
範
囲
を
よ
く
確

認
し
よ
う
。

例
年
、
大
問
５
、
６
題
、
小

問

問
程
度
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
大
ま
か
に
第
１
問
は
計
算
、

第
２
問
は
方
程
式
・
関
数
・
確

率
な
ど
の
基
本
問
題
、
第
３
問

は
図
形
、
第
４
問
は
関
数
グ
ラ

フ
、
第
５
、
６
問
は
規
則
性
や

複
数
単
元
の
内
容
を
含
む
応
用

問
題
が
多
い
。
証
明
は
含
ま
れ

ず
、
全
体
的
に
公
立
高
入
試
よ

り
や
や
易
し
い
。

分
間
の
試

験
時
間
内
で
し
っ
か
り
と
対
処

で
き
る
内
容
で
あ
る
。

た
だ
し
新
し
い
タ
イ
プ
の
問

題
が
出
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ

と
し
２
月
の
Ｂ
日
程
の
数
学
で

は
、
会
話
文
を
読
ん
で
解
答
す

る
問
題
が
出
題
さ
れ
た
。
見
慣

れ
な
い
問
題
は
身
構
え
て
し
ま

い
が
ち
だ
が
、
問
題
文
に
正
答

を
導
く
手
掛
か
り
が
あ
る
こ
と

が
多
い
。

入
試
ま
で
に
過
去
問
題
や
予

想
問
題
の
演
習
を
十
分
に
積
む

こ
と
に
加
え
、
未
知
の
問
題
に

出
合
っ
て
も
慌
て
ず
ベ
ス
ト
を

尽
く
し
て
ほ
し
い
。

公
立
高
、
私
立
高
ど
ち
ら
が

第
１
志
望
で
も
、
大
切
な
ラ
ス

ト
ス
パ
ー
ト
の
時
期
に
差
し
掛

か
っ
て
い
る
。
年
内
に
は
苦
手

箇
所
の
復
習
を
終
え
、
未
習
の

単
元
は
一
通
り
予
習
し
て
お
く

こ
と
が
望
ま
し
い
。
今
も
教
科

書
に
準
じ
た
基
礎
ワ
ー
ク
を
使

っ
て
い
る
な
ら
、
速
や
か
に
入

試
対
策
の
実
践
教
材
へ
切
り
替

え
よ
う
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
本
番
を

想
定
し
た
過
去
問
題
演
習
は
漫

然
と
取
り
組
ま
ず
、
目
的
を
持

っ
て
取
り
組
も
う
。
ミ
ス
の
多

い
分
野
や
時
間
配
分
な
ど
、
乗

り
越
え
た
い
課
題
を
よ
く
分
析

し
、
一
つ
一
つ
解
決
す
る
過
程

が
大
切
だ
。

（
個
別
教
室
の
ア
ッ
プ
ル
・
鎌

田
し
お
り
定
禅
寺
通
教
室
長
）

‖
土
曜
日
掲
載
‖
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無

料

相

談

◇
仙
台
市
大
野
田
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
太
白
区
）

日
午
後
１
時

〜
２
時
半
。
遺
言
書
の
作
成
、
相
続

の
手
続
き
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用

な
ど
に
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
県
支
部
の
行
政
書
士
が

対
応
す
る
。
対
象
は
市
内
在
住
の

歳
以
上
。
同
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
０

２
２
（
２
４
７
）
１
０
０
５
。
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日

▽
仙
台
市
太
白
区
・
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
仙

台
（
午
前

時

分
〜
午
後
０
時

分
・
午
後
１
時

分
〜
５
時
）

自由回答のため

答えはないよ

又又又又又又又俣
末
末
末迄 又又又又又又又 沫

末
末
末

抹

（2019年 月 日朝刊）
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問 題

①2019年
ねん

月
がつ

日
にち

「『今
こ

年
とし

の漢
かん

字
じ

』は令
れい

」の

記
き

事
じ

を読
よ

みましょう。

② 年の「今年の漢字」を考
かんが

え、書
か

いてみ

ましょう。

③なぜその漢字を選
えら

んだかを発
はっ

表
ぴょう

し合
あ

いま

しょう。

（小・中・高校／国語、朝の時間、ホームルーム）

毎
まい

年
とし

恒
こう

例
れい

の「今年の漢字」。会
かい

場
じょう

の清
きよ

水
みず

寺
でら

も

修
しゅう

復
ふく

工
こう

事
じ

を終
お

え、新
あたら

しい「清水の
ぶ

台
たい

」を踏
ふ

め

ることになったようです。さて、授
じゅ

業
ぎょう

で使
つか

う新
しん

聞
ぶん

記事は新しい方
ほう

がいいとは限
かぎ

りません。「温
おん

故
こ

知
ち

新
しん

」。過
か

去
こ

の記事を読み現
げん

在
ざい

のことを考
かんが

え、

新しい知
ち

識
しき

や見
けん

解
かい

を得
え

ることができます。そうい

う意
い

味
み

で今
こん

回
かい

は昨
さく

年
ねん

の記事を選びました。 年の

「今年の漢字」を新聞で確
たし

かめるきっかけになる

ことを願
ねが

います。

（日
に

本
ほん

新聞協
きょう

会
かい

ＮＩＥアドバイザー・県
けん

仙
せん

台
だい

二
に

華
か

高
こう

英
えい

語
ご

科
か

教
きょう

諭
ゆ

大
おお

槻
つき

欣
よし

史
ふみ

）
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(１７) ２０２０年(令和２年)１２月１２日(土曜日)(１７) ２０２０年(令和２年)１２月１２日(土曜日)


